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箱根町は神奈川県の西端に位置
し、西に静岡県裾野市や御殿場市、
北に小山町と神奈川県南足柄市、東
には小田原市及び相模湾を望み、南
は湯河原町真鶴町と接しています
が、地形的には高原と山岳地帯から
なっており、他の市町と隔てられて
います。　

約 40 万年前からいくつもの成層
火山が集まったことにより、現在の
複雑で多様な環境を持つ箱根山が形
作られたと言われています。町の近
辺に火山があったことから古くより
温泉保養地として知られ、現在も国
内のみならず国外の方々からにも非
常に人気であり、日本を代表する観

光地であります。
昭和 11 年（1936 年）には箱根

町のほぼ全域が富士箱根伊豆国立
公園に指定されました。森林面積
は、国有林と町有林を合わせて約
6,900ha で、町の約 75％を占めて
おり、その面積は神奈川県内で 3 
番目に大きいものとなっておりま
す。

そんな広大で豊かな自然も箱根町
の魅力の 1 つであり、観光面と上
手く調和するよう森林整備に取組ん
でいます。

平成 18 年度からは神奈川県の
「水源環境保全再生市町村交付金」
を充当し、様々な森林整備を展開し
ています。その森林整備の 1 つと
して、四季折々に変化する自然林へ

の樹種転換事業を町有林中心に実施
しています。この樹種転換事業は神
奈川県森林組合連合会が事業展開し
ている地場産種苗のうち箱根の広葉
樹の種で育った苗木を用いて植栽を
実施しています。植栽は年 3 回を
予定しており、町民や関係団体のほ
か、町立中学校の生徒にも協力いた
だき、箱根の自然に関することや森
林整備の重要性などを理解してもら
うため、植栽の体験を通して伝えて
います。主にイロハモミジ、ヒメシャ
ラ、ヤマボウシなどの広葉樹を植栽
することで、針葉樹と広葉樹とが混
ざり合う自然豊かな森林への誘導を
図り、良好な森林環境の確保を目指
して取組んでいます。

最後に、箱根町は年間約 2,000 
万人もの観光客が訪れ、四季折々に
変化する山々の景色に今現在も非常
に多くの人々を惹きつけています。
町の自然は広大で豊かであり、今や
観光面でも欠かすことのできない重
要な要素となっております。今後に
ついても継続的に森林整備を実施し
ていき、公益的機能の維持増進を目
指すとともに自然景観や安全性と
いった観光面での配慮を常に意識し
取組んでまいります。

　　　　　　　（箱根町　観光課）
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